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事業名 一般国道２９８号 東京外かく環状道路 事業 一般国道 事業 国土交通省
とうきょうがい かんじょうどうろ

（千葉県区間） 区分 主体 関東地方整備局

起終点 自：千葉県松戸市小山地先 延長 １２．１km
ま つ ど こ や ま

至：千葉県市川市高谷地先
いちかわ こ う や

事業概要
東京外かく環状道路（以下「外かん」）は、都心から半径約１５kmの地域を環状に結ぶ全長約８５kmの

幹線道路である。外かんを整備し、都心から放射状に伸びる道路と連結することで、都心方向に集中する
交通を適切に分散導入することができるため、首都圏の慢性的な交通渋滞緩和に大きな効果が期待できる。
外かんの一部である「千葉県区間」は、沿線の松戸市、市川市内道路の混雑緩和、交通事故の減少、地域
拠点間の連絡強化、防災機能向上、周辺地域の活性化を目的とした１２．１kmの一般国道である。

Ｓ４５年度事業化 S44年度都市計画決定 Ｓ４８年度用地着手 Ｓ５３年度工事着手
（H8年度変更）

全体事業費 5,600億円 事業進捗率 ７０％ 供用済延長 ０．７km
計画交通量 ３３，８００ ～ ４７，４００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年
分析結果 (事業全体) 1.8 1,300/6,500億円 11,660/11,660億円 平成17年

事業費：1,300/6,400億円 走行時間短縮便益：11,342/11,342億円
(残事業) 9.0 維持管理費：40/40億円 走行費用減少便益： 270/270億円

交通事故減少便益： 49/49億円
事業の効果等

・円滑なモビリティの確保（現道の渋滞損失時間の削減が見込まれる）
・都市の再生（都市再生プロジェクト第二次(H13.8)に位置づけられている）
・国土･地域ネットワークの構築（各地への所要時間が短縮され、アクセス向上が図られる）
・地球環境の保全（ＣＯ2排出量の削減が見込まれる）

他１７項目に該当
関係する地方公共団体等の意見

松戸市、市川市からは、市内の交通環境の早期改善のため、取得済み用地を有効に活用し、一般部（国
道２９８号）を先行的に整備してほしいとの要望を受けている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
松戸市、市川市内では、南北方向の交通渋滞が激しく、渋滞損失時間は千葉県平均の約３倍、また、生

活道路における交通事故の発生率は、千葉県平均の約３倍と厳しい交通環境にある。

事業の進捗状況、残事業の内容等

用地交渉を現在促進中であり、用地が取得できたところから埋蔵文化財調査及び工事用搬入路、本体工
事を実施している。また、環境保全空間のモデル道路の一部は、平成１７年度完成予定である。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

用地取得率は、千葉県全体で約８８％、市川市内に限っては約８６％となっており、未取得用地が約
４５０件残っている状況。うち、土地・建物の調査拒否により用地交渉に入れない方は７０件となってい
る。そのため、半地下構造の専用部（掘割スリット構造）については、本体構造物の連続的な工事施工が
困難となっており、一体構造である国道２９８号についても部分的に整備を進めている状況。今後は、専
用部（高速道路）整備との整合を図り、平成２０年代半ばの開通を目指して事業を推進していく。

施設の構造や工法の変更等

工事施工にあたっては、コスト縮減に資する工法や新技術の積極的活用などコスト縮減に努めるととも
に工期短縮を図る。



対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すると、当初からの事業の必要性・重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図
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※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。




